
はじめに
近年、てん菜の栽培面積のうち直播栽培の割合

が全道的に少しずつ増加している（図１）。特に

2010年以降、上川地域、後志地域や主産地の十勝

地域で直播率が大きく伸びている。一方、もう一つ

の主産地のオホーツク地域では、まだそれほど伸び

が大きくないものの、市町村ごとに見ると直播率

が40％を超えているところがかなり存在している 

（図２）。これらのことから、全道的に直播栽培の重

要性が以前よりもかなり増大してきていると考えら

れる。

図１　各地域の直播率の推移

資料：（一社）北海道てん菜協会「てん菜の生産実績」より作成
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特集：甘味資源作物生産の安定化に向けた取り組み

【要約】
　直播栽培に適する品種特性とは何かを考察するために、多収品種と高糖分品種を直播と移植で栽培し、
収量性を比較した。その結果、移植栽培と直播栽培では両品種の収量反応が異なることが明らかになった。
さらにこの収量反応の違いの原因を、生育中の根中糖分と根重の上昇の経過を検討することで考察した。

てん菜品種の直播栽培適性について
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これまで直播栽培の研究では、栽培技術について

は地方独立行政法人 北海道立総合研究機構（以下

「道総研」という）による「てんさい直播栽培技術

体系」（平成12年北海道指導参考事項）をはじめと

する数多くの試験が行われ成果が発表されている。

一方、てん菜品種の直播適性についての試験・研究

報告は、国立研究開発法人 農業・食品産業技術総

合研究機構北海道農業研究センター（以下「北農研」

という）による「テンサイの直播、移植栽培におけ

る形質発現の比較と一代雑種育種法」（北海道農研

研報2010）の他いくつかあるが、栽培技術の研究

に比べてかなり少ない。

北農研の上記の報告は、育種学的なアプローチで

雑種集団を解析して、直播栽培品種の育種方向を示

したものだが、個別品種の生育上の特性の差異と直

播栽培適性との関係は考察されていない。本稿では、

このことについて、いくつか知見が得られたので紹

介する。

品種特性のうち出芽期の特性と生育上の特性が、

直播栽培に影響を与えると考えられる。出芽期の特

性では、播
は

種
しゅ

後の出芽期までの期間の長短や、苗立

枯病に対する抵抗性などが考えられる。また生育上

の特性では、根部肥大の早遅や根中糖分の高低など

が考えられる。今回はこれらのうち、生育上の特性

について検討する。そのために、直播栽培と移植栽

培で生育上の特性の異なる品種を栽培して、収量反

応を比較した。

１．供試材料および方法
（１）供試材料

2008年に北海道農作物優良品種に認定された多

収の「リッカ」と、2010年に認定された高糖分の

「アマホマレ」を供試した。「リッカ」は、根中糖分

が低いが根重が多収のため、糖量が多くなる品種で

ある。一方「アマホマレ」は、根重はそれほど多収

ではないが高糖分であるため、「リッカ」ほどでは

ないが糖量が多くなる品種である。移植栽培での優

良品種認定時の成績では、収量特性は「アマホマレ」

を100％とすると「リッカ」の根重が110％、根

中糖分が96％、糖量が105％であった。

（２）方法
調査は2013年から2015年の３カ年行った。調

査場所は道総研北見農業試験場（以下「北見農試」

という）試験圃
ほ

場で、栽植密度は10アール当たり

図２　オホーツク、十勝地域の直播率ごとの市町村数

資料：（一社）北海道てん菜協会「平成27年産てん菜の生産実績」より作成
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7003株（畦間×株間＝60.0×23.8センチメート

ル）である。移植栽培では播種を３月20日前後に、

移植は５月の初めに行った。直播栽培の播種は５月

の初めに行った。その他は北見農試標準耕種法に

従った。

５月から９月まで、毎月20日前後に各10株３反

復を収穫し、経時的に根重と根中糖分の経過を調査

した（根中糖分は８月以降）。また10月20日前後に、

各36株３反復を収穫し、最終的な収量調査を行った。

２．結果および考察
（１）移植栽培と直播栽培の収量反応の比較

最終的な収量調査の結果は、３カ年平均で以下の

通りであった。

移植栽培では、「アマホマレ」比で「リッカ」は

根重がかなり多収で、根中糖分が低く、糖量がやや

多かった。これらの値は、上記の優良品種認定時の

成績の傾向に近かった（表１）。

表１　移植栽培での収量（2013〜2015年平均）

品種名 根重
（t/10a）

根中糖分
（％）

糖量
（kg/10a）

「アマホマレ」比（％）

根重 根中糖分 糖量

リッカ 8.16 18.00 1,466 109 94 103
アマホマレ 7.51 19.05 1,428 100 100 100

表２　直播栽培での収量（2013〜2015年平均）

品種名 根重
（t/10a）

根中糖分
（％）

糖量
（kg/10a）

「アマホマレ」比（％）

根重 根中糖分 糖量

リッカ 6.91 18.15 1,250 103 96 98
アマホマレ 6.72 18.91 1,269 100 100 100

一方、直播栽培では、「アマホマレ」比で「リッカ」

の根重は103％であり、移植栽培の109％からか

なり差が縮小した（表２）。しかし、根中糖分は移

植栽培と同様「アマホマレ」より低かった。また糖

量は移植栽培でのやや多収傾向から、「アマホマレ」

並みからやや少収傾向となった。

以上のように、移植栽培と直播栽培で収量反応が

異なった。

（２）根中糖分と根重の経過
次に、最終的な収量反応の違いがどのような原因

で生じるのかを考察するために、生育中の根中糖分

と根重の上昇の経過を検討した。

根中糖分は、直播栽培では播種が１カ月以上遅い

ため、移植栽培に比べて生育がかなり遅れるので、

根中糖分の上昇も遅れて、最終的には移植栽培より

低くなるのではないかと予想された。しかし実際、

８月には両品種とも直播栽培が移植栽培より低いも

のの、その後、急激に上昇して移植栽培に近づき、

最終的にはほぼ移植栽培と等しくなった（図３）。

そのため、移植栽培での根中糖分の品種間差がほぼ

維持された。なお、移植栽培と直播栽培の比較で最

終的な根中糖分が等しくなるという知見は、以前の

研究からも得られている（Heurerら1980年、高

橋ら2003年）。
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根重は、移植栽培では「リッカ」は最後まで上昇

したのに対し、「アマホマレ」は９月以降伸びが止

まり停滞した（図４）。一方、直播栽培では、生育

が１カ月程度遅れるため、移植栽培の９月以降のよ

うな「アマホマレ」の停滞が見られなかった。この

ため、移植栽培で見られた最終的な根重の差が直播

栽培ではかなり縮小した。

以上のことから、収量反応の違いの原因として以

下のことが考えられる。

ア．直播栽培では、生育期間が短くなるにもかか

わらず、根中糖分が移植栽培並みとなるため、

「リッカ」に対する「アマホマレ」の高糖分特

性が維持される。

イ．移植栽培では、「アマホマレ」の根重の伸びが

最後に停滞するが、「リッカ」は伸び続けるため、

この差が根重の差になる。一方、直播栽培では、

生育が１カ月程度遅れるので「アマホマレ」の

停滞は起こらず、根重の差はかなり縮小する。

（３）移植栽培での根重の伸びの停滞につ
いて

根重の伸びの停滞が「アマホマレ」だけに見られ

る特殊な特性なのかどうかを検討するため、北見農

試で調査している４品種について、移植栽培での８

月以降の根重の経過と６月から８月の茎葉重の経過

を図５に示した。４品種のうち「モノホマレ」と「アー

ベント」でも「アマホマレ」と似た根重の停滞が見

られた。また、これらの３品種は根重の停滞が見ら

れなかった「リッカ」と比較して６月から８月まで

の茎葉重の伸びが大きく、地上部の生育が「リッカ」

より早い傾向があった。このことから根重の停滞は

早晩生に関係していると考えられる。

図３　根中糖分経過の比較（2013〜2015年平均）

図４　根重経過の比較（2013〜2015年平均）
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（４）まとめ
以上のことから、直播栽培に適する生育上の特性

として、まず高糖分であることが挙げられる。移植

栽培でも直播栽培でも根中糖分はほぼ維持されるた

め、高糖分の方が有利と考えられる。また根重の上

昇が早いことも重要である。「アマホマレ」のよう

に生育が前倒しになる品種は直播栽培では有利であ

ると考えられる。

今後は、年次を重ねて再現性を調査するとともに、

さらに多くの品種で移植栽培と直播栽培の反応性を

調査する必要があろう。また、他の生育上の特性で

直播栽培に影響を与えるものはないかの検討も必要

であろう。さらに、今回は触れなかったが、出芽期

の特性も検討する必要がある。

以上の検討を行った上で、品種特性が移植栽培と

直播栽培での収量に異なった影響を与えるのであれ

ば、今後直播栽培の増加が見込まれる中で、優良品

種選定に直播栽培試験を加えるかどうかの検討や、

直播栽培に適性の高い品種を導入することの検討が

必要となってくると考えられる。

図５　移植栽培での根重と茎葉重の経過（北見農試2010〜2015年平均）
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